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研究成果の概要（和文）：　本研究は、インドの産業発展の現状を地域研究・経済学・経営学・地理学の観点か
ら実証的な分析を行った。また、(1)進出日系企業100社超へのアンケート調査と(2)合計30社の企業に対するハ
イブリット調査を実施し、インドにおける日系企業の実態と課題に関する実証的な分析も行った。
　研究成果としては、代表者の論文がJournal of Policy ModelingやEconomics of Governanceなどはじめとす
る定評ある海外学術雑誌に論文が掲載されたこと、最終年度末に全14章からなる『インドの産業発展と日系企
業』(神戸大学経済経営研究所叢書77)を出版できたことを特記しておきたい。

研究成果の概要（英文）：  This study conducted an empirical analysis of Indian industrialization 
from the viewpoint of area study, economics, management science and geography. In addition, (1) a 
questionnaire survey to more than 100 Japanese companies operating in India and (2) a hybrid survey 
on 30 companies in India, were done. We conducted an empirical analysis on the actual situation and 
issues of Japanese companies operating in India.
  As research outputs, papers were published in reputed academic journals such as Journal of Policy 
Modeling and Economics of Governance etc. I edited 14 chapters and published them as ``
Industrialization and Japanese Multinational Companies in India,'' Research Institute for Economics 
and Business Administration (RIEB), Kobe University, Research Series No. 77, March 2017.

研究分野： 現代インド経済論

キーワード： インド　産業発展　日系企業
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１．研究開始当初の背景 
 (1) 研究を開始したのは 2013 年度であっ
たが、この当時、インド経済は大幅な景気後
退と高率のインフレーションに直面してい
た。経済改革も進展せず、さらにルピーの暴
落も加わり、インド経済は危機的状況を迎え
ていたが、インドに進出する日本企業の進出
ラッシュは依然継続していた。このことは、
日本企業が、インド経済の将来性に如何に大
きな期待を持っていたのかを示すものであ
る。 
 (2) 本研究は、これまでのインド経済研究
が農業・農村・貧困研究に傾斜し過ぎていた
ため、工業やサービス部門の研究が手薄であ
ったという反省のもと、「産業発展」という
視点から農業以外のインド産業の実態と課
題を分析することを第 1の研究目的においた。
第 2 の目的は、スズキやホンダをはじめとす
る日系企業がインドの産業発展に果たして
きた、さらにはこれから果たすであろう役割
を検討するために、インド進出日系企業の実
態と課題を分析することである。 
 
２．研究の目的 
 (1) インド産業発展の歴史的分析や実証
分析が第１の研究目的であるが、とくに、産
業のなかでも、乳業・繊維・製薬・自動車（2
輪および 4 輪）・情報通信産業（ICT）・金融
の 6 産業を重点的に分析することとした。そ
の際、当該産業の歴史・地理（産業集積）・
制度（規制や政策）・現状を踏まえたうえで、
定性的分析のみならず、数量データを用いた
定量的分析を行うことを心がけた。 
 (2) インド進出日系企業の現状と課題を
インド産業発展との関係で分析することが
本研究の第 2 の目的であるが、とくに、①現
段階での全てのインド進出日系企業の基礎
情報の確定、②進出している日系企業が現在
直面している問題がどのようなものである
のか、③「ハイブリット調査」（後述）にも
とづき、どの程度、日系企業は日本的生産経
営システム導入を行っているのか、を解明す
ることに注力した。 
 (3) インドの産業発展を促進あるいは抑
制する要因として、外国直接投資（FDI）や
「法や秩序」などの制度に注目した定量的な
分析を行うことも本研究の重要な課題であ
る。 
 
３．研究の方法 
 (1) インド現地で行う個別産業の聞き取
り調査が最も重要なものである。インドで調
査することを通じて、その後のアンケート調
査やハイブリット調査に協力してもらえる
人脈作りの基盤になる。 
 (2) インド進出日系企業の全数リストを
作成し、事業環境に関するアンケート調査を
実施した。 
 (3) 当初、研究開始 2 年目以降に 1000 社
程度のインド工場調査を実行するつもりで

あったが、予算制約で実行できないことが判
明した。2 年目に研究計画の修正を検討し、3
年目からは安保哲夫・東京大学名誉教授たち
のグループ（日本多国籍企業研究グループ）
が開発したハイブリット調査の手法を取り
入れ、3 年目と 4 年目に合計 30 社のハイブ
リット調査を実現することができた。同調査
は、日本的生産経営システムを構成する 23
項目について 5 段階評価を行い、どの程度、
現地工場が日本システムの導入を実現でき
ているのかを解明するものである。 
 (4) 事業所や企業単位のマイクロデータ
を整理加工し、FDI や制度がインド製造業に
どのような影響を与えているのかを定量的
に明らかにする研究を行った。この系列の研
究では、回帰分析を多用するが、説明変数と
誤差の相関がもたらす「内生性」問題に慎重
に対応した統計処理を行った。 
 
４．研究成果 
 (1) 最も重要な研究成果は、代表者が編
者となった『インドの産業発展と日系企業』
（神戸大学経済経営研究所叢書 77、2017 年 3
月）の出版である。総論・インド進出日系企
業論・インド産業発展論の 3 部構成、全 14
章（序章その他をあわせると 500 ページもの
ボリュームになる）となっており、本研究の
目的のほぼ全てを実現できた。現地調査に基
づく定性的な研究、マイクロパネルデータを
用いた回帰分析、ハイブリット調査にもとづ
く実証研究、地理情報システム（GIS）を用
いた空間分析などの多様な分析手法を用い
ている点が、特徴である。 
 内容は多岐にわたるが、第 I部の総論では
インドの産業構造変化とFDIのスピルオーバ
ー効果を分析した 2 章からなる。第 II 部の
インド進出日系企業論では、ハイブリット調
査の結果からインドの日本システムの導入
度合いは欧米と東アジアの中間にあり、とり
わけ労働者の育成では日本システムの導入
度合いが相対的に高い、という「意外な」発
見がなされた。このほかに、GIS によるイン
ド進出日系企業の空間分析や医療機器・空調
機・銀行分野における日系企業の実態を明ら
かにする研究がなされている。第 III 部のイ
ンド産業論は、インドにおける乳業・ICT・
繊維・製薬・自動車の個別産業を分析してい
る。 
 (2) 2013年末から2014年始めに実施した
インド進出日系企業アンケート調査は、『現
代日印関係入門』（堀本武功編、東京大学出
版会、2017 年 2月）の第 8章所収の佐藤隆広
論文で利用した。この論文は、インド進出日
系企業が最も事業活動上の障害とみなして
いるのが、「質の高い人材の調達」であるこ
とを明らかにした。 
 (3) このほかに、代表者は Journal of 
Policy Modeling 誌に FDI がインド製造業の
生産性を向上させる効果を検証した研究論
文を、さらに Economics of Governance誌に



腐敗がインド製造業へのパフォーマンスへ
与える悪影響を定量的に計測した研究論文
を公表することに成功した。前者の研究は、
FDI のスピルオーバー効果とくに後方連関効
果がインド製造業の生産性を高めることを
実証的に明らかにしている。後者の研究は、
腐敗がインド製造業の生産性を低める（その
大きさをみると、１標準偏差分、腐敗が悪化
すると、生産性が 30％も低くなる）ことを明
らかにしている。いずれの論文も、内生性問
題に慎重に対処している。 
 こうした系列の研究を、Journal of Asian 
Economics誌、Economic and Political Weekly
誌 、 Canadian Journal of Development 
Studies誌などの海外査読雑誌に公表した。 
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